
 
 

銀行名 千葉銀行 

タイトル 債権買取ファンドを活用した被災企業の再生支援 

取組み内容 

＜経緯＞ 

Ａ社は、新鮮な地場の野菜等を主力商品とする食品スーパーで外食の宅配

店を併営し、約 120 名の従業員を雇用しています。平成 23 年 3 月の東日本

大震災に伴う風評被害により、主力とする地元農産物等の売上が急減し、十

分な利益が見込めない状況となりました。そのため、利益に比し有利子負債

が過大となり、自力での再建が困難な状況となりました。 

 

＜支援内容＞ 

当行は、東日本大震災事業者再生支援機構への被災前債権売却を前提とし、

マネジメントの強化と経費削減等による経営改善等を盛り込んだ事業計画

の策定及び金融機関の合意形成に主導的な役割を果たしました。また、Ａ社

の事業継続に不可欠な運転資金の融資についても、十分な対応を行いまし

た。 

 

＜成果＞ 

東日本大震災事業者再生支援機構へ売却された被災前債権の一部が放棄され

たことでＡ社の二重債務問題は解消し、返済負担も軽減されました。加えて、

アクションプランの履行により経営改善が見込まれ、地域の食品スーパーと

しての事業再建に目途が立ったことで、約 120 名の従業員の多くが引き続き雇

用されることとなり、地域経済への影響も回避することができました。 

 



東日本大震災事業者再生支援機構による復興支援（スキーム図）
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銀行名 千葉銀行 

タイトル 公的支援策活用や外部機関との連携によるベンチャー企業への多面的な経営支援

取組み内容 

＜経緯＞ 

消防関連製品の企画製造を行うＢ社は、新製品のアイデアを数多く保有して

いましたが、開発資金の調達や製造委託先、販売先などのパートナー探し、中

長期的な事業方針の策定等の課題を抱えていました。 

 

＜支援内容＞ 

当行は、ひまわりベンチャー育成基金の助成金や融資による資金支援のほか、

中長期的な事業計画を策定するため、「経営革新計画」の認定取得を支援し、中

小企業診断士を交えて詳細な事業計画を作成、県の認定を得ました。 

また、千葉県産業振興センターの「ちば中小企業元気づくり助成事業」を活

用し、新製品の販路開拓を支援したほか、インキュベーション施設「東葛テク

ノプラザ」への事務所移転紹介や千葉県産業人クラブ主催の「千葉県優秀企業

経営者表彰」への推薦を行うなど多面的な支援を行いました。 

 

＜成果＞ 

Ｂ社では、アイデアをビジネスへと着実に進展させるための事業計画を策定

したことで、中長期の事業方針が明確になりました。また、ひまわりベンチャ

ー育成基金の助成や千葉県優秀企業経営者表彰の受賞によるパブリシティ効

果、経営革新計画認定の取得による認知度と信用力の向上により、Ｂ社製品の

引き合いが増え、販路拡大に繋がりました。 

 



 
「ひまわりベンチャー育成基金」 

助成金 

家賃補助金 

○通常 300 万円の助成金を交付（上限 500 万円） 

○当基金が認定するインキュベーター施設の家賃又は使用料について、月額 

5万円を上限として 1年間補助金を交付 

助成対象 

○千葉県内に主たる事務所または事業所を置き、新しい技術・製品・サービ

スの研究開発、提供を手掛ける活力ある中小企業（原則として創業後 10

年以内、または新規事業進出後 10年以内の企業）および個人事業者 

選考方法 

○学識経験者で構成する当基金の審査委員会がプロジェクトの新規性、事業 

化の可能性、市場性、将来性、社会性および資金使途等について厳正かつ 

公正に審査選考します。 

※選考結果の理由等に関する問い合わせは不可 

助成実績 ○平成 26年上期までに、累計 168 先へ 508 百万円を助成。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
「千葉県優秀企業経営者表彰」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主  催 ○千葉産業人クラブ 

協  力 ○千葉銀行、(公財)ひまわりベンチャー育成基金 

後  援 ○千葉県、日刊工業新聞 

目  的 
○千葉県にベンチャー企業を幅広く根付かせるとともに、千葉県の産業活性

化を図る。優れた経営手腕を発揮している企業経営者を表彰する制度。 

表 彰 内 容 

知事賞（最優秀社長賞）    ：1名 （副賞 50万円、記念品） 

優秀社長賞          ：最大 3名（副賞 10万円、記念品） 

ひまわりベンチャー育成基金賞 ：1名（副賞 10万円、記念品） 

表 彰 実 績 ○平成 25年度までの過去 18回の開催で、累計 160 人を表彰。 

 



 
 

銀行名 千葉銀行 

タイトル 海外ネットワークを活用した取引先企業のアジア進出支援 

取組み内容 

＜経緯＞ 

営業店は、医療経営コンサルタント業のＣ社が東南アジア地域に現地法人を

設立するという情報を入手し、直ちに本部の国際業務担当者に連絡して対応方

針の協議に入りました。 

 

＜支援内容＞ 

当行では、本・支店およびシンガポール駐在員事務所が連携し、資金調達に

関する提案をはじめ、進出先の投資環境説明や口座開設銀行の紹介等、具体的

なアドバイスを行いました。 

 

＜成果＞ 

Ｃ社は、現地法人の設立に必要な資金調達を円滑に行うことができ、進出地

域におけるビジネス拠点を築くことができました。当該地域では、日本の高度

な医療技術に対するニーズが高く、今後のビジネス拡大が期待されています。

 
 
 
 



国内                海外 

 

千葉銀行（本部） 
・海外ファイナンスの提案 
・投資規制の情報提供 

千葉銀行（シンガポール事務所）

・提携金融機関の紹介 
・東南アジアの投資状況の紹介 

 

Ｃ社 

千葉銀行（営業店） 
・海外ファイナンス 
（資本金・現地法人への貸付金） 

 

現地法人 
資本金 
貸付金 

※情報提供、アドバイス 

※資金の流れ 

海外ネットワークを活用した取引先企業のアジア進出支援（スキーム図） 



 
 

銀行名 千葉銀行 

タイトル 第二会社方式を活用した事業再生支援 

取組み内容 

＜経緯＞ 

Ｄ社は地場の老舗印刷会社ですが、近年の紙広告市場の縮小傾向の中で、

過去に実施した設備投資負担が大きく、実質的な債務超過先となっていまし

た。売上が減少する中、抜本的な経営改善が図られず、自力での再建が困難

な状況に陥っていました。 

 

＜支援内容＞ 

当行主導で千葉県中小企業再生支援協議会に支援の相談をした結果、同協

議会より第二会社方式による再生スキームが提示され、同スキームについて

全金融機関が合意しました。具体的には、会社分割後の新会社がスポンサー

企業の出資を受けて主たる事業を引き継ぎ、旧会社を特別清算するととも

に、特別清算の実施に伴い金融機関は債権放棄を行いました。 

   

＜成果＞ 

全金融機関による合意の下で会社分割が実施され、事業が新会社に継承され

るとともに、50名を超える全従業員の雇用も維持され、地域経済への影響を回

避することができました。 
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第二会社方式による事業再生（スキーム図）
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